
【 統括的概要 】 

■国内外の情勢・・・P1 

・世界経済はギリシャ金融危機に端を発し中国等新興国経済の低迷、原油価格の 

下落、中東を中心に政情不安・民族紛争等世界を揺るがす事件が多発 

・高度成長が続いてきた中国経済に陰りが見え、併せて米国 FRB による利上げ等

により世界の金融市場に動揺が広がった。２８年年初には、中国人民銀行によ

る人民元切り下げ、上海株急落、世界同時株安へと広がった 

・国内においては、実質賃金の伸び悩み、個人消費の低迷、併せて企業は設備投

資に慎重姿勢となる中、アベノミクスでは、「新たな３本の矢」が発せられた 

 ① GDP600 兆円 ② 出生率 1.8％ ③ 介護離職ゼロ 

・TPP の大筋合意や訪日観光客の増加等、将来に向けて期待感が広がる 
■埼玉県の情勢・・・P1 

・昨年、埼玉県ゆかりの 2人（梶田・木村 両氏）がノーベル賞を受賞 

・圏央道:桶川北本 IC～白岡菖蒲 IC 間が共用開始し、県内区間全線開通 

・鉄道網:上の東京ライン開通、北陸新幹線が金沢まで開通等交通利便性向上 

■熊谷市の経済関連事項・・・P2 

・ラグビーワールドカップ 2019 の試合会場に選定される 

・「クールシェア事業」の継続的取組みが高い評価を受け 3年連続となるアワード 

（啓発部門最優秀賞、審査員特別賞）入選 

・7月より「まち元気」熊谷市商品券を熊谷市が発行（総額８千７百万） 

■当所事業・・・P2 

・会議所に山積する課題抽出と中小企業の実態把握により、その問題解決に着手 

・経営発達支援計画認定を目指し経済産業省宛申請、11 月大臣認定を受ける 

【商業施策】・・・P3 

・「熊谷市プレミアム付商品券」を熊谷商工会議所が中心となり実行委員会を 

組成し商品券事業を実施（商品券総額 24 億円、プレミアム率 20％） 

・商品券事業と併せ、一部加盟店による関連特売「ツープラスツー」を展開 

・熊谷えびす大商業祭で各種イベントを実施 

・「第 6回街なかゼミナール」を開催  

【工業施策】・・・P3 

・既存工業５団体の再編に着手 

地域製造業界の抱える課題解決を図るため、 

オール熊谷による、新工業団体「ものつくり 

熊谷」を設立する為の準備に入る 

・経営革新取得事業所の拡大 

中小企業相談所・経営指導員による、経営 

改善・経営革新計画作成支援と拡大の推進 

・各種補助金の活用と事業者申請支援 

ものづくり補助金等の利活用支援とその導入効果の検証を実施 

【中小企業相談所】・・・P4 

・巡回窓口相談事業の他、専門家派遣事業、講演講習会等の実施 

・販路開拓事業（街なかゼミナール）、専門家派遣・ビジネス交流会の実施 

・ネットワーク構築事業として、勉強会＆異業種交流会を実施 

・各種補助金申請について、申請支援及びセミナーも実施 

・地域内資金需要は、前年比 1割増しの申込みだが運転資金の需要が多い 

・小規模基本法、小規模事業者支援法に基づく経営発達支援計画の推進 

 

１．経営革新 

（１）新時代に向かって中小企業再生モデル事業を推進】 

 ・熊勉会（放課後勉強会・異業種交流会）継続開催・・・P100 

 ・新創業塾の開催（理美容業会向け創業セミナー）６月～開催・・・P106

 ・街なかゼミナールの開催・・・１０月開催・・・P94 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・埼玉県サービス産業支援事業者応援事業・・・P110 

  → 新サービス、商品づくり、新店舗づくり等を強力に後押し 

   （金融機関、行政、専門家との協力により実施） 

（２）地域内外の連携（alliance）強化（異業種連携・産学官連携 etc）

 ・要望事項の展開・・・P46 

  → 各種要望を取纏め県連委員会にて検討、議員大会にて要望決定 

 ・熊谷市ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付商品券発行事業、「まち元気」商品券発行事業 

・・・P119

 ・第一回熊谷発ビジネスプランコンテストの開催・・・P104 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・チャレンジショップ、空き店舗活用事業・・・P42 

 ・ビジネス交流会、埼玉北部技術交流会等マッチィング事業の開催 

・・・P92 

 ・Cool Share くまがや実行委員会への参加・・・P119 

  →伊藤園飲料サポーター企業となる 

 （３）主要８部会の再編と委員会活動の活性化推進 

 ・部会再編の具体化 

  →８部会から５部会へ再編（各部会・少部会設置）に着手 

 ・委員会活性化の具体化 

  →新たに特別委員会（３委員会）を設置活動開始 

（４）熊谷市人口ﾋﾞｼﾞｮﾝ・総合戦略の策定作業に参画・・・P41 

 ・有識者会議への参画と会議所内特別委員会にて具体的事業の検証 

２．会議所改革 

（１）職員の意識改革と課題解決プロデューサー 

 ・業務の現状分析と事務局機能のシステム化・効率化推進 

 ・人事制度改革（熊谷商工会議所の求める人材像を定義） 
    ①課題設定力：過去や前例にとらわれない柔軟な発想と、変化やトレンドを読み会

議所及び自らの課題設定・解決を行う力 

   ②挑戦意欲：新しい事、困難なことに立ち向かう強い意欲と突破する力、及び自ら

を変革する力 

   ③実行力：目標を設定し失敗を恐れずに行動に移す力 

 ・会員事業所への巡回訪問 

 ・熊谷版景気ウォッチャー調査の再開 

（２）収益事業・新規事業の推進 

 ・プレスリリース事業 ・オートリース事業提携 

 ・新検定の導入（東京商工会議所 ビジネスマネージャー検定） 

 ・PC 教室運営 

（３）連携推進への職員の意識改革 

 ・会員事業所への巡回訪問とアンテナを高くキラリ賞の発掘 

 ・工業単体再編に伴う見直し及び検討 

  →新団体発起人会の開催 

 ・ジョブ・カードサポートセンターの運営と活用 

３．まちづくり 

（１）北部地域振興交流拠点施設の早期実現に向けての活動 

 ・早期実現へ向けた活動（中長期の展望のなかで動向をみる） 

  →拠点施設具体化への要望の実施、あらゆる機会での事業化提案 

（２）㈱まちづくり熊谷とのｱﾗｲｱﾝｽ（alliance）の強化と事業推進 

 ・㈱まちづくり熊谷の“まちづくりグランドデザイン策定に着手 

 ・会議所の取り組む地産地消 

  →ふるさと納税「ふるさとチョイス」 

   新商品の発掘と開発 

 ・日本ＰＧＡゴルフとの連携（５月） 

  →まちづくり熊谷で地元の物産を取纏め 

販売・熊谷のＰＲを行う 

（３）徹底した星川活用とエリア開発 

 ・スターネーション・ラバーダックレース 

  in 星川の開催（会議所・青年部＆ﾓｰﾙ委員会） 

（４）地元への消費の誘引と地元商工業者売上拡大を目的に商品券 

事業を展開（発行額 24 億“過去最大規模”加盟店 1,128 店舗） 

４．環境・新エネルギー 

（１）環境活動推進と組織・体制づくり 

 ・環境共生都市づくり連絡協議会 

 ・会員企業への環境経営取り組み推進 

（２）新エネ・省エネを前提とした事業構築の推進 

・会員企業への補助金情報の提供

熊谷商工会議所 平成２７年度事業報告概要（案）   
 

・「変化でまちを元気に～本気の取り組みで熊谷を変える～」のスローガンのもと、有効的な補助金の活用や各団体の世代交代により、成果の期待できる事業展開を推進した。 

・平成２７年度の重点施策として、①提言要望活動の推進、②小規模事業者支援策の強化、③経営発達支援計画（経済産業大臣宛・認定申請）の構築・認定と具体化。 

・平成２７年度新規事業としては、①「熊谷発第一回ビジネスプランコンテスト」、②新創業塾（業種を絞っての開催）、③過去最大規模の「熊谷市プレミアム付商品券発行事業」を展開した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業報告・概要 

【熊谷市ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付商品券の販売】【熊谷発ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄ】

【ラバーダックレー

【 創 業 塾 】 【街なかゼミナール】

【特売ﾁﾗｼ・ﾂｰﾌﾟﾗｽﾂｰ】 

【 重点施策 】



 【 事項別状況 】 

 
 ■会議所組織 

（定款の変更）熊谷商工会議所職員給与規則一部変更の件（1） 

熊谷商工会議所定款一部変更の件（4） 

（会員数）前年度末会員数（3,006）＋新規加入（110）－年度内退会（184） 

平成 28 年 3月末会員数 2,932（個人 1,149、法人 1,753、団体 30） 

（部会・委員会） （）内は会員数または委員数 

・部会＝小売商業（730）、卸売商業（155）、生活サービス業（650） 

情報サービス業（513）、工業（286）、建設業（461）、運輸物流（61） 

金融保険業（76） 

・常設委員会＝総務(8)、広報(8)、会員サービス(9)、地域振興(18) 

商業・観光振興(18)、工業・技術振興(19)、中小企業振興(15) 

・特設委員会＝マル経審査会(5)、商工業等販売促進助成(5)、会館建設(13) 

チャレンジショップ運営(8)、空き店舗活用支援事業運営(8) 

（役員・議員） 

・役員＝会頭（1）、副会頭（4）、常議員（31）、監事（2） 

・議員＝１号議員（50）、２号議員（35）、３号議員（14） 

    名誉会頭（3）、名誉議員（4）、顧問（5）、参与（4） 

（事務局）総務課（8）、中小企業相談所（10）、ｼﾞｮﾌﾞ･ｶｰﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ（2） 

（会議） 

・通常議員総会（5/28） 

・臨時議員総会（1/8、3/28） 

・常議員会 

（5/15、7/8、9/7、11/4、1/8、3/16） 

・監査会（4/24） 

・正副会頭会議(11 回) 

・議員クラブ視察旅行(9/29～9/30) 

・大企業との懇談会(12/7) 

・「祭りのまち熊谷」三者懇談会(7/2) 

 

■事業活動 

・部会活動（8部会、22 回） 

・委員会活動（7委員会、18 回） 

・支部活動（25 支部、7回“内合同 4回”） 

支部委員合同会議（1回） 

・中心市街地活性化事業 

中心市街地活性化事業 

チャレンジショップ事業 

チャレンジショップ（1件） 

空き店舗活用支援（1件） 

 

・商工業等販売促進助成事業 

 

・各種共済事業 

生命共済(611 事業所 1,697 名) 

特退金(132 事業所 801 名) 

大型共済(47 事業所 65 名)、個人年金、終身医療、他 

 中小企業 PL 保険(47)、団体休業補償(122)、集団扱い自動車保険(341)、 

個人情報漏えい賠償保険(3)業務災害補償(139) 

 

■要望事項 

・県下 15 会議所の要望を纏め、国県へ要望 

  商工会議所推進費の安定的確保と中小企業・小規模事業者の経営力強化について 

  県内地域の均衡ある発展について 

  活力ある地域商業・まちづくりの推進について 

  県内産業の活性化に対する文様について 

・未来の起業家・経営者への企業家精神の醸成や会計教育の実施に対する支援

についての要望書（熊谷市長宛、6月） 

・災害に強い街をつくる為の地域建設業者との連携との連携と共助についての

要望書（熊谷市長宛、6月） 

・平成 28 年度設立予定の新たな工業団体への支援について（熊谷市長宛、8月）

・熊谷市プレミアム付商品券発行事業に関する要望書（熊谷市長宛、11 月） 

■調査研究 

日本商工会議所早期景気観測調査(LOBO 調査)…毎月実施、会員巡回訪問 

■広報活動 

くまがや会議所だより…毎月 3,300 部、サービスガイド…500 部 

ジェイコム北関東の「テレビ回覧板」、テレビ埼玉「埼玉ビジネスウォッチ」 

■証明鑑定検査 

貿易関係(689 原産地証明他) 

■各種行事 

熊谷捺染作品競技会（5月） 

熊谷染芸展（5月） 

熊谷市勤労者文化展（1月） 

熊谷市勤労者ｽﾎﾟｰﾂ大会 

 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙの部（9月）、卓球の部（3月） 

熊谷さくら祭（3月～4月、6万 5千人） 

B 級グルメ大会（5月、4万 5千人） 

熊谷うちわ祭（7月、75 万人） 

熊谷花火大会（8月、45 万人） 

とうろう流し(8 月、7千人) 

熊谷えびす祭(10 月～11 月、20 万人) 

産業祭(11 月、8万人) 

だるま市(2月、5千人) 

■技能・技術の普及検定 

（）内は回数と受験者数 

珠算（3回、416 名）、簿記（3回、881 名）、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｰｼﾞｬ（2 回、50 名）、 

福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ（2 回、105 名）、ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務法務（2回、114 名）、 

eco 検定（2回、57 名）、BATIC（2 回、11 名）、ｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ（2 回、22 名） 

■取引斡旋  国内取引(20 業者紹介) 

■その他 

・雇用対策事業…研修会、求人説明会(112 社)、高校担当者との意見交換会他 

・ジョブカード…確認済企業と認定企業(4)、ｻﾎﾟｰﾀｰ企業(62) 、説明会 

・公害相談事業…汚染負荷量賦課金申告納付説明会(65 社) 

・POS 化推進事業…新規(5 件)、更新(16 件) 

■経営改善普及事業 

・巡回指導（企業数 768 延べ 1,638 件） 

窓口指導（企業数 641 延べ 1,086 件） 

創業指導（企業数  37 延べ   71 件） 

・個別相談…金融（15 名）、税務（218 名）、経営（20 名）、労務（7名）、 

特許（11 名）、法律（10名） 

・集団指導…経営革新（4回 35 名）経営一般（9回 164 名）、労務（1回 126 名）、

      税務（17 回 242 名）、その他（5回 173 名） 

・金融斡旋…県制度（申込 460 件 3,874,990 千円、貸付 419 件 3,247,900 千円）

      公庫融資（申込 27 件 190,900 千円、貸付 23 件 140,900 千円） 

・マル経資金…申込 11件 65,400 千円、貸付 11件 65,400 千円 

・記帳指導…回数 214 回、100 事業所 

・事務代行…労働保険（290 事業所、2,283 名） 

・その他…専門家派遣事業（24 事業所、67 回） 

     販路開拓支援事業（第 6回まちなかｾﾞﾐﾅｰﾙ、42 事業所） 

     ネットワーク構築事業（熊勉会）（放課後勉強会＆異業種交流会） 

全 11 回+同窓会 2回開催、平均 17 名参加 

     ビジネスプランコンテスト 

       応募件数…一般 25 名、学生 15 名 

       ファイナリスト…一般 5名、学生 4名 

     創業塾（理美容業界向け創業セミナー） 

       全 7 回、受講者 22 名 

     埼玉県サービス産業事業者応援事業 

     青年部  平成元年 5月 18 日発足、会員数 56 名 

     女性会  平成 4年 3月 27 日発足、会員数 85 名 

■登録 

・法定台帳…登録 563 名、平成 26 年 7月 16 日付熊谷市長認可 

■会館・事務所等 

・熊谷市庁舎敷地内一部使用 

・建物…熊谷市立商工会館 3階建て 

陳列ケース 32 小間、貸室 7室 

■関係団体へ加入及び連繋 

 日本商工会議所 

関東商工会議所連合会 

埼玉県商工会議所連合会 

県北商工会議所連絡会、その他 

■その他の事業 

・商業振興事業…熊谷市商店街連合会（オ・ドーレなおざね、福引大売出し）

        「熊谷市プレミアム付商品券」「まち元気」商品券発行事業 

・工業振興事業…熊谷鉄工機械工業会（総会、役員会、設立 50 周年事業式典他）

熊谷市工業団体連合会（総会、H27.6.16 解散） 

熊谷工場懇話会（総会、H27.6.16 解散） 

熊谷先端技術産業研究会（総会、H27.5.8 解散） 

熊谷地域新工業団体（（仮）ものつくり熊谷） 

  （設立準備会、設立発起人会） 

・社会福祉事業…警察署防犯活動に協力、熊谷ふるさとの森づくりの会に協力

・その他…会員視察会（72 名）、各種研修会へ参加 

表彰式 

通常議員総会 

B級グルメ大会

稚児行列
新入生・若手社員セミナー


